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	1.緒言
	2.研究方法
	調査対象を本学水球部,競泳部に所属する女子選手計16名とした。分析方法は以下の通りである。
	5～13kgの9段階の牽引泳テストを行い,各重量における持続時間(s)と力積(kg)から得られる回帰直線よりFcriを算出した。

